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突風月問協同観測調査について

大 沢　綱　一　郎＊

§1．はしがき
　九州西方海上及ぴ沿岸では，おだやかな海面に急激に

・暴風がやってきて〔1，2，3〕＊＊わずか数十分聞で波浪

が凪ぎから波高5メートル以上にまでも増大して大きい

災害をもたらすことはよく知られている〔4，5，6，7，8

9〕。これ等の実態を究明すると共に予報の方法を老究

することは従来断片的にはなされてきたが，〔10，11，12，

13，14，15〕何分海上のこととて資料に乏’しくその実態の

真相の究明も遅々として進まず，予報はいつも手遅れと

いうのがいっわらない状況であった．このような事態を

克服するためまず突風時の海上の気象資料を入手すると

共に総合的に協同調査を進めることはきわめて緊要であ

ろう。1954年終り近くに，1955年1月21日より2月20日

にいたる期問を突風月と’し，第7管区海上保安本部，福

岡管区気象台および長崎海洋気象台の三者が協同で調査

にあたることとなった．この計画に対し，巡視船・監視

船・灯台・漁船・気象官署等が協同で突風時に同時一齊

観測を実施し貴重な資料が集められ予想外の好結果がも

たらされた。これ等の成果については三者協同で近く詳

しい報告が出されることと思われるのでここでは今冬発

令された突風予報の結果と海上資料のしゅう集状況を主

として述べたい．

　1954年10月以降1955年1月までの間に，長崎海難防止

会，西日本海洋調査技術連絡会，第7管区海上保安本部

における漁場対策連絡協議会等に出席を乞うて，多数の

船舶関係者，殊に漁業会社の関係者に突風協同観測の意

義を述べ多数の賛同を得，突風時の海上気象の協同一齊

観測をお願いすることとなった．このため，事前に突風

観測表，突風現象の説明と観測法，依頼文の配布が行わ

れた．配布した観測表は5，000枚で第7管区海上保安本

部を通して管下保安部，巡視船，灯台および関係船舶に

また福岡管区気象台を通じて各測候所，長崎海洋気象台

よりは主として東支那海に出漁する漁船に対して配布さ・

れた．関係報道機関，新聞，ラジオ及び種々の機関誌も

本計画に協力された．遠く東支那海に航行中または出漁

中の船舶，漁船および灯台に対し突風時の観測を依頼す

る連絡方法は，巡視船と灯台に対しては第7管区海上保

安本部の通信網により，監視船に対しては水産庁福岡漁

業調整事務所より，下関・福，岡・戸畑・長崎を基地とする漁

　　＊長崎海洋気象台一1956年1月15目」受理一

船に対してはそれぞれの漁業無線局より連絡がとられ，

突風予報の発令ごとに福岡NHKより全九州放送がなさ

れ同時に関係方面へ突風観測依頼の連絡がなされた．

　今向の突風月間協同観測調査にあたり最初に心配した

ことは2（1）突風予報が発令された場合・はたして海上．

船舶および灯台その他の関係方面に観測依頼の連絡が期

待通りに徹底するかどうか，（2）観測依頼の連絡がうま

く行われたとしても果して観測が支障なく実施されるか

どうか，（3）労苦を惜しまず気象観測に協力されたとし

ても観測精度がはたして調査に対し必要且つ十分の程度

に実施されるかどうかの諸点についてであったが，以上

はきゆうに過ぎないことがわかった．多くの船舶および

灯台が本計画の精神をよく理解せられ海上資料の収集に

協力されたごとはまことに有難いことであった．観測は

毎時または少くとも3時間ごとに実施され，風向・風力

・天気・気圧・気温・水温・波浪およびウネリの方向と

階級を観測し，さらに突風の最もひどかった時刻とその

時の船舶および観測者の位置，その時および前後におけ

る風・気温・雲・降水物・海面状態・その他の記事に対

してていねいに記入した観測表が寄せられ，これ等の資

料の精度も少数の例外を除き十分に役に立っものであっ

た．これ等の協力者のうちの主なるものは，巡視船35

隻，灯台23灯台（そのうち9灯台は気象の自記紙写も送

付された），水産庁監視船3隻，漁船67隻であった．こ

こに記して深い感謝をささげる次第である。

　突風予報が発令されると共に，九州各気象官署は勿論』

のこと，海上の巡視船・監視船・漁船・各種船舶および

多くの灯台が，毎時もしくは少くとも3時間ごとに突嵐

時の海象および気象の観測をすることとなり，大きい負

担となるので突風予報の発令はきわめで慎重をきし，発

令までには電話および電信で福岡6長崎の両気象官署の

担当予報官が数次にわたる意見交換をなし，その結果，

意見の一致を見た場合に限り発令せられた．今期間はま

れに見る突風多発のシーズンであづて突風予報の発令は

第1表のように7回におよび，わずか1力目の期間であ

ったがかなりの多数に上った．しかしこの中には種々の

場合をふくんでおり，今後の突風予報のためにはきわめ

て有意義であった．ことに第2次の1月30日の突風は典

型的な突風で異常高温の快晴から突如として突風を吹か

，遜
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112 突風月間協同観測調査について（大沢）

第1表突風月間協同観測調査一覧表

1

2

3

4

5

6

7

予報発命
日　　　時

1月24日

20時

．1月29日「

21時

2月2日

19時

2月6日

14時

2月10日

11時30分

2月17日

14時30分

2月19日

16時40分

担当予報官

長井，香原

宮崎，香原

香原，木下

山田，長井

宮崎，長田

長井，山田，一，

植木

香原，木下

協同観測
依頼期間

打合せによ．る予報発令の根拠

25日6時

　　↓

26日24時一

①寒気の南進

②）北鮮の低気圧の日本海入り

③トラフの前面気温のコントラスト大

30日9時
　　↓

31日18時，

①トラフの接近

②不安定大気

③confluenceによるジェットの形成

3日6時
　↓

3日24時

7日6時1
　↓

8日6時

①トラフの接近

②寒気の南進

③不安定大気

①トラフの接近

②東海南部の低気圧の発生

③トラフの前面，寒暖のコントラスト大

10日12時一

↓

11日18時

17日L18時・

　↓

18口24時

19日」17時

20日18時・

①・」・青島gust強し

②寒気の南進

③不安定大気

④蒙古東部の高気圧の発達

①トラフの接近

②朝鮮北西部の低気圧

③台湾坊主発生の兆

①優勢な極高気圧の南進

②北鮮の低気圧の日本海入り

③不安定大気

④寒気の南進

結 果

（暖気突風とたつまき）

沖縄甫部と南大東島に

たつまき襲来し被害あ

り

（菓型的な暖気突風）

北緯30度以北め海面及

び九州に著るしい暖気

突風あり

（弱い気圧の谷）

突風なし

（台湾坊主）東支那海

で低気圧発達し南東乃

至北の強風あれども著

るしき突風なし

（季節風と寒気突風）

北方に舌状に，寒波襲

来，北緯30度以北の海

面に寒気突風かなり顕
著，東海甫部季節風強，

し

（台湾坊生）東支那海

で低気圧やや発達し東

乃至北の強風あれども

著しき突風なし

（典型的な寒気突風）

第5次と大体同じ状態
であるが，全国的に強
勢な季節風に寒波と突
風を伴う，全国で遭難

船38隻，行方不明者
180名等の大被害あり

せたもので長崎では瞬間最大風速西南西34．2m／sを測定

’し，また最終回の第7次の2月20日の突風は異常に寒冷

な寒波にともなう顕著な突風で長崎では瞬間最大風速北

西26．9m／sを測定した．これ等はきわめて珍らしいもの

で，突風月間内にこのような典型的な突風をとらえるこ

とができたのは望外の仕合せであった．前者を暖気突

風，後者を寒気突風と名づけて区別することができよ

う．っぎに暖気突風に属する1月25日および1月30日，

寒気突風に属する2月10日および2月20日の4っの突風

について概説することとする〔16〕．

　§2．1月25日の突風とたつまき

16

　1月25日東支那海南部に低気圧が発生「し中心より南西

～南にのびる顕著な寒冷前線があってその前方にたつま

きが発生した．たつまきを観測したのは沖縄南部および

南大東島で，前者は25日18時35分頃から20時頃まで，後者

は26日真夜中であって，猛烈な突風により各処で屋根瓦

がはじきとられたり家屋が吹き飛ばされている．琉球気

象台の報告〔17〕によれば，沖縄本島でたつまきが発生

したのは寒冷前線が通過する約6時間前であった．そし

てたつまきが発生する数時間前の16時には西方海上から

北西海上に伸びる積乱雲よりなる雲堤を観測し，17時に

は全天積乱雲に掩われ17時59分強しゅう雨と共に南西方

”天気”3．4
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突風月聞協同観測調査にづいて（大沢）

　　に並程度の雷電を観測『し18時37分まで断続したという．

　　寒冷前線の前方で南西の強風と共に露点温度が急昇・し1

　　その頂点附近でたつまきが発生しているもので，これは

　　アメリカのトルネドーの発生状況とよく似ている．前述

　　の積乱雲の雲堤はおそらく寒冷前線の前方でよく発生す

　　るスコール・ラインまたは不安定線に相当するものと考

　　えられる．東支那海および南西諸島附近の船舶と漁船資

　　料によって見ると，この不安定線はおそらぐ南西諸島附

　　近で発生したものであろう〔18，19，20〕．

　　　§5．1月30目の暖気突風

　　　長崎では1目30日は10時30分までは雲一っない青空で

　　異常に暖かい小春日和であったが，13時頃より急に雲を

　　増し同時に風速もつのり15時57分気圧の急上昇（pres一

，　sure　jumP）と気温の急降下（14分間で約2。C）が認め

　　られ・それと同時に猛烈な西南西の突風（瞬間最大風速

　　34・2m／s）が観測された．この現象は福岡でもはっきり

　　観測されたことは香原信義氏により報告せられている

　　が，西方海上済州島以東の海面でも各地で雷雨・電光’

10111213樽1516押霧1　　　　　　　　　　量　塵l　l毒　！
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　（写真）　1955年1月30日16時20分　長崎海洋気象

　　台玄関前よ窮突風に伴う北方の雄大積雲を望
　　む（長崎海洋気象台　梶原章平氏撮影）

雷鳴・ひょう・あられを観測し，積乱雲や雄大積雲と共

に暖気突風を観測したことは船舶からの海上気象観測報

告にはっきり示されている．長崎でも当日は日中のこと

とて写真も多数撮影されたことは有難いことであった

（写真参照）・第1臨の気圧急昇と気瀦降の後，再び

気海が上昇し一時風速も幾分弱まったが，16時58分に第

2回目の気圧の上昇と共に再び北西の突風（瞬間最大風

速27．Om／s）を観測し同時に気温も急降し以後は徐々に

下降していった．これは第1図の長崎の気象変化曲線に

よくあらわれている．第1回目の気圧の急上昇はアメリ

カでいうスコール・ライン，不安定線またはpressure

jump　hneとも称すべきものの通過で暴風と気圧上昇と

気温下降とがほぼ同時刻にあらわれるものであり，＊第

2回目の突風と気圧上昇と気温下降もス士一ル．ライン

の通過の様相を呈レているが，時間的に見セ寒冷前線の
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第1図　長崎の自記記録，1955年1月30日

通過と解釈される〔19，21，22〕．すなわち第2図の二重

線＝ニ＝＝＝で記したものが不安定線とも称すべきもの

でこの線より以西で不安定な雲やスコールを生’じ，同時

に突風を生じたことは事実であり，この線の西方にほ寒．

冷前線が存在することも寒冷前線の速度から判断して矛

盾がないようである．高層解析の結果ではこの不安定線

の附近の大気はきわめて不安定で，下層に高温多湿な南

西風参侵入し・上層に寒冷乾燥の西風の強風帯が存在し

て対流不安定となっていた．これはBeebeらの不安定・

解消のモデル〔23〕やFawbushのたつまき発生の条件

〔24・25〕と全く符合するものであって，今後の突風予

報の大きい手がかりを与えるものと思われる．・またこの

際には長波の谷の接近にあたり上空には著しい強風帯

が・いわゆるconfluence〔26〕によって形成され，著

しい垂直方向の対流現象により上空の強風が地上までお

り・突風の原因となるものと想像せられる〔27〕．この

不安定線とも称すべき対流のはげ’しい部分はどこで生

じ，いかなる運動をなしどこで消滅しているかは今後に

残された課題である．

　今冬・海洋観測船「春風丸」に乗船して海上気象の観

測に従事した城間恒信氏によれば，当時観測船は屋久島

　＊気温下降は数分・時には数＋分の時間的ずれがあり幾分遅れてあらわれるといわれている〔21，37〕

1956年4月 17
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突風月簡協同観測調査について（大沢）

昏

　　　×K図融、覇易髪

菱多塾、箋難慧’

ll：ll≧灘1～sl』版整てぜ

一流1』ζ』1△づ』一”艶康

耐ずk／〆W　　覧ザ　　／〆＾ぜ
　　ガぴ！　　　！／－〆　㌧・／　　敏
　　　　　　　　4●一　　勿㌔
　　　　　　　　　鞘　　　　　　　　　＋

　　　　　第2図　1955，1月30日，15時
　　　　等圧線，………等温線，血一』一L寒冷前線・

　ニ＝＝不安定線，寒冷前線と不安定線の間の処々で
　雷雨，雷鳴，電光，しゅう雨，ひょう，あられ，突
　風などの現象が起っており，この部分はdowndraft

　による寒冷なしゅう雨，ひょう，あられ，などのた
　め冷却して小高圧部ができているものと思われる．

南東洋上を観測中で，30日21時西南西7m／s晴から北西

13m／s曇に変り，前線の通過を示したが風の息や雲形に

特別の変化はなく突風現象を伴っていなかったので不安

定線はこの方面に達しなかったかまたは南下と共に急速

に不安定度を解消し，九州南方海上では突風現象を示さ

ず，ただ寒冷前線の通過のみが観測されたものと考えら

れる〔28〕．これ等については今後の調査を必要とする．

　§4，　2月10日の季節風と突風

　2月10日朝，小青島では北北西の風25ノットで35ノッ

トの突風を伴っており同日11時30分突風予報が発令され

た．今回は季節風の吹出しで東海北部では突風をまじえ

たものと思われる．当時南西諸島の徳之島附近にいた観

測船「春風丸」の城間恒信氏の観測によれば北よりの季

節風はかなり強く10日は終日12m／s内外，11日も終日15

～16m／sで風浪高く11日は波高5～6mとなり，しかも

波長は短く40m位で2月19日の突風時と共に海洋観測

不能の状態であったが，しかし徳之島附近での風の息は

それほどひどくなく，寒冷前線通過後の気温の下り方も

徐々で・あった〔28〕．しかし北緯30度以北の海面では，

極気団のかなり新鮮で寒冷乾燥な空気が温暖な海面に急

に出てきて，下層を温められて不安定となることが老え

られ積乱系の雲を生じ風の息もはげしくなることが予想

、
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される〔29，30，31，32〕．実際の解析結果によれば今

回は寒冷前線の通過後約12時間位経過してからかなり顕

著な寒波が北方より襲来しており，これに伴い東支那海

北部では各処で突風を観測している．たとえば，当時済

州島の西北西約250kmの海上にあった日本水産株式会社

所属の大和丸の観測によれば，10日16時30分頃が突風

が最も著しく風力は7で35ノット位，波浪の方向は北北

東で波高は6乃至9mであったが，その少「し前の9時頃一

は風力は4で13ノット位，波浪の方向は北東で波高1m

以下でかなりおだやかであったから天候および海況の急

変がうなずかれる．天気も16時30分頃までは降水がな

く，それ以後に雪・みぞれおよびあられとなっている．

気温も突風が吹出「してから急降「し当時O時に8・0◎Cであ

ったものが21時には1．0。Cとなっている、このような

報告は他にも多くの船舶からえられている．以上により

寒波と共に季節風に突風がまじって吹くことがわかる．

　§5．，2月20日の寒波と突風

　1955年2月18日から19日朝にかけて甑島西方200乃至

300kmの海上にあって，観測船「春風丸」城間恒信氏の

報告によれば〔28〕，同期間中は約1力目間の全航海を

通じて始めての暖い小春日和の好天気であった．「しかし

この好天気も長く続かず19日早朝になると同船の北東方

と南方で積雲が発生し始め急速に発達して11時頃には雨

足を伴い，さらに発達してほぼ南北につらなる雲堤にな

った．この雲堤は12時40分弱い南寄の風が北5m／sに変

ると同時に弱い駅雨を伴って本船を通過した．一方この

雲堤とは別に西方一帯はもやがかかっているようにかす

み，散在している積雲の間から高層雲が拡がっているの

が認められ別の雲堤があることが観測された．その後17

時50分北風5m、！sが北西風13m／sに急増し・大粒のしゅ

　う雨を伴う突風となり時間と共に風の息が著「しくなり・

20日0時甑島沖で瞬間最大風速25m／s，波高5～6m

に達し，海洋観測は勿論デッキで通風乾湿計による気温

湿度の観測もできなかった．20日早朝には風雨はさらに

吹雪となり五島灘で風速25m／sに達したので観測を打切

　り長崎へ避難したとの事である．城間恒信氏が12時40分

　に出あった雲堤は木安定線と考えられ・後に出あった雲

堤は寒冷前線と考えられる．一般に不安定線は本体の寒

冷前線が強い時に弱く，寒冷前線が弱い時不安定線が強

いという性質を持つと言われているが〔19〕・今回の寒

冷突風は前者に相当するものと老えられる・

　　長崎山田屋漁業部の齊藤忠氏の観測結果によれば，東

　支那海上海沖合においては18日午後異常に暖くカスミ模

様で黄または桃色がかった異常な空の色を呈し快晴であ

った，19日糊より雲を増し正午には北北束の風6m／s

　位であったが，12時30分より急に吹き出『し・13時には北

　風に変り風速19m／sとなり，連続的の小雨となった・これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気”3．4

、
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より以後ますます風速を増し20時には北西の風24r旦／s

波高4m位となった．23時頃よりしゅう雪と変り突風を

まじえる吹雪最もひどかったのは20日午前2時から4時

頓までとのことで，20日午前4時には北北西の風35m／s

であった．それ以後次第に雲量を減じ，以後風向は北

西または北北西で時々10分間位っづく30m／s以上の空風
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がま「じったが，次第に風速が衰え21日正午には20m／s以

下となったことが報ぜられている．氏の談話によれば突

風の前日はまるで春の晴れた日のように光線強くカスミ

模様で平穏でこの異常な陽光が突風襲来の一っの前兆と

考えて間違いないように思われるとのことである．

　第3図に示した長崎の自記紙の記録を見ると，8時301
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第3図　長崎の自記記録，1955年2月19～20日

分頃に今迄に非常に弱かった風が一時北寄りとなってそ

の後南南東に変り，10時には11．5m／sの突風を観測した

が，気温も急に9．5。Cから12．5。Cとなっている．これ

・は城間匝信氏が海上で観測した不安定線に相当するもの

であろう．つぎに13時頃には風向が南西から北北東に変

り気温も16．9。Cから12．1。Cに降り雨が降り出している．

これは地上天気図より見ると九州附近を通過した弱い低

気圧に伴う寒冷前線によるものと見られる．，ところが18

時25分になると今迄北寄りであった風が北西風となって

しゅう雨性の雨が強まってきた．これは日本海に出て発

達した低気圧に伴った寒冷前線と見られるもので，前記

城間氏および斎藤忠氏によって観測された寒冷前線に相

当するものである．ついで20日3時55分には今迄雨であ

った天気が急にし画う雨となり気温も急激に下降し，風

も強く1時間のうちに2～3回の猛烈な突風がやってき

た．これは寒波で長崎地方は21日の夕刻までおそわれた、

訳である．これ等の状況は第3図の自記記録および第4

図の天気図によって明らかであろう．ことに寒波通過後

は気温および気圧変動が大きく，3時に瞬間最大風速北

西26・9m／sを観測したときには気温も約2。C急降し，

気圧も約1mm程度上昇していることは注目に価する．
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今回の寒気突風の模様を注意深く観測してみると，「し

ゅう雪と共に猛烈な突風がやってきて，青空が見えると

共に風力が弱まる」ことがわかる．．これは寒冷乾燥の

極気究が温暖な海面にやってきて生じた対流と関係があ　　・

り，前述の気温の下降と気圧の上昇もこの対流に伴う下　　・、，

降気流としゅう雪とに関係があるものと思われる〔33，

34〕．極気はんらんについての’Palm6nの3次元解析に

よれば・極気はんらんに伴う下降気流は600mb層で最大

毎日3kmの速度をもつものとされている〔35〕．極東に

おける極気はんらんにも下降気流を伴うので，もし海の

影響がなければ下降気流のみで天気もきわめてよく突風

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－的現象も観測されないであろう．しかしアジヤ大陸から

急に海面に出た寒冷乾燥の空気は200Cも高い温度をも

っ海面により著しく熱せられて不安定となる結果，上昇

気流を生じ，主として積雲系の雲を生じ，一対流のはげし

いときには積乱雲を生じるにいたる〔30，31，36〕．しか

し・極気はんらんには伴う沈降現象はなお実在し，対流

の激しい揚所を除いては弱い下降気流が卓越して，時と

’して青空を現わして風も弱いが，積乱雲や積雲を生じて

対流現象の激しい場所では，著しい上昇気流および強い　　　、

下降気流が卓越し，暗たんたる空模様をみせ，寒波の吹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
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　　　　第4図　1955年，2月20日，03時
　　　等圧線，一一一一等温線，▲▲▲▲寒波，
』一一寒冷前線，寒気が北方より舌状をなして侵
入している様に注意，寒波の吹出しの線は雨がしゅ
う雪に変っている所で，ここでは大体4。Cの線に
浩っている長崎附近に寒冷な1014mbの小高気圧が
で登西方浩岸で50ノットの風向北西の突風がある．

出しの上空につねに存在する強風帯が下降気流にのって

地上まで間激的におりてきて寒気突風の原因となるもの

と思われる．これはNewtonのスコール・ラインの構造

および機構についての論文にも言及されている〔27〕、

　今回の突風は第2次の暖気突風と共にまれにみる典型

的な寒冷突風で被害も多く全国で被害船舶38隻，死亡行

方不明者あわせて130名を出「したほどのものであった．

19日3時朝鮮北部にあらわれた小低気圧の中心示度は

1，020mbのごく弱いものであったが，これが日漏海に

ぬけて猛烈に発達し，990mbとなり一昼夜のうちに示度

が30mbも深まったこと，大陸高気圧が中心示度1，060

mbに達し優勢であったことが今回の強風の大きい原因

で事故を多くした所以であろう．

　§6．む　す　び

　突風は異常に温い平穏な日，または海上で異常に寒冷

な日に起ると民間によくいわれており，寒冷前線附近で

起ることはよく知られているが，本調査により・さらに

っぎのような新しい研究目標が与えられたように思う．

　1．突風には2種類あり，寒冷前線の前方で異常に暖

　い，大気の不安定な日に起る暖気突風と寒冷前線の後

　方で異常に寒冷な寒波の襲来と共にやってくる寒気突

20

風があると考えるのがよいようである．そして緯粋の’

突風としては前者が典型的のものでよくあてはまる

が，後老は季節風にまじって吹く強い風の息と見ら

れ，規模は前者よりも小さいが寒波の吹出しのある広

域の海面または沿岸で起るものと考えられる．

2．暖気突風にはしばしばたつまきが附随するもので

アメリカで最近研究されているスコール・ラインまた

は不安定線がこれに相当するものであることは藤田哲

也博士の講演からも明らかである〔37〕．なお日本の，

暖気突風の予報則に対しても，アメリカでかなり成功「

　しているといわれるたつまきの予報則が，多少の変形

　はあろうが，そのままあてはまるように思われるので・

予報則をwork　sheetまたはcheck　sheetにして予’

報に役立てるようにしたい〔40，41〕．暖気突風の吹く

　日には上空には必ずconfluenceによる強風帯が存在

　し，上空の強風が強い対流に伴う下降気流にのって地

上までおりてきて，突如として吹くdowndraftが暖

気突「風であると考えられる．従来，一部に考えられて

いたようなフロントの考えでは，到底，このように突

如として吹く突風を説明することはできない．同一気

塊内の強い対流現象と考えてはじめて説明がつくもの

である．なお不安定線の規模や範囲，その発生および

運動方向，その構造や寒冷前線との関連などは藤田哲

也博士〔37，38，39〕のいわれるM♀someteorologyの

解析のごとき微細調査によってはじめて明らかにされ

　るもので今後の重要研究課題である．

　3．寒気突風は，寒冷乾燥の極気塊が東支那海の温暖

　な海面に急に出てきて不安定となって生ずる対流現象

　と深い関連があるものと思われる．解析の結果では・

極気のはんらんにはmeridional　tmghが日本海に

　北から南へと伸びて，やや停滞気味となって発達する

　ことが必要であり，それには本州東方海上で温暖型高

　気圧が発達「して，停滞気味となって日本海の谷を深く

　し，またトラフの西方でも上層で温暖型高気圧が発達、

　し，地上で大陸高気圧が発達すると共に低気圧が日本

　海に出て北東または北北東に進み，猛烈に発達する

　機構が必要である．また上空には強風帯が必ず存在し

　ており，上空の強風が強い対流に伴う下降気流にのウ

　て，海上までおりてきて突如として吹くdowndraft

　が寒気突風と考えられる．寒冷・乾燥の程度が大であ

　ればあるほど海面上での対流がはげしくなる結果突風

　も強くなるもので，突風は寒波に伴うという考え方が・

　正しいものと思われる．

　終りに臨み，本調査は今続行中のものであり・多数の

船舶・灯台・気象官署等からよせられた莫大な資料を目

下解析中である．突風時昼夜にわたり海上・陸上で苦心

して観測された方々の労苦に報いるためにも本調査が実

を結び，従来よりも一段と精度のよい突風予報が発令さ

れる日が一日も早からんことを望んでやまない．

　なお，たえず御指導いただい，た寺田長崎海洋気象台

”天気”3．4
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長，たえず助力された長崎海洋気象台気象課および調査
課の方々に深謝する次第である．
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